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１-２ 予測無影響濃度（PNEC）の導出 1 
評価の結果、採用可能とされた知見のうち、急性毒性及び慢性毒性のそれぞれについて、2 

栄養段階ごとに最も小さい値を PNECwater 導出のために採用した。それぞれの値に情報量3 
に応じて定められた UFs を適用し、PNECwater を求めた。また、底生生物に対する予測無4 
影響濃度（PNECsed）については底質試験による毒性値が得られなかったため、PNECwater5 
と有機炭素補正土壌吸着係数（Koc）からの平衡分配法による換算によって求めた。 6 

 7 
(１) 水生生物 8 

＜慢性毒性値＞ 9 
生産者（藻類）Pseudokirchneriella subcapitata 生長速度に対する阻害；3 日間 NOEC 10 

0.247 mg/L（247 µg/L） 11 

ECHA によると、製造元不明の純度 99-100％の物質を用いて、ムレミカヅキモ（P. 12 
subcapitata）の慢性毒性試験が OECD TG201 に準拠し、止水式で実施された。試験は、設13 
定濃度として対照区、0.033、0.065、0.13、0.25、0.5、1.0 mg/L（公比 2）で行われ、助剤14 
は用いられなかった。測定方法は記されていないが、全濃度区について実測された。実測濃15 
度に基づき、生長速度に対する７２時間無影響濃度（NOEC）は 0.247 mg/L と算出された。 16 

 17 
一次消費者（甲殻類）Daphnia magna 繁殖阻害；２１日間 NOEC 0.258 mg/L（258 µg/L） 18 

ECHA によると、製造元不明であるが高純度と考えられる物質を用いて、オオミジンコ（D. 19 
magna）の慢性毒性試験が EU Method C.20 および OECD TG211 に準拠し、半止水式（週20 
3 回換水）で実施された。試験は、設定濃度として対照区、0.125、0.25、0.5、1、2、3 mg/L21 
（公比 2、最高濃度のみ次濃度の 1.5 倍）で行われ、助剤は用いられなかった。方法につい22 
て記載はないが、週３回各濃度区で換水前と後のサンプルが実測された。実測濃度（時間加23 
重平均）に基づき、総産仔数に対する２１日間無影響濃度（NOEC）は 0.258 mg/L と算出24 
された。 25 

 26 
＜急性毒性値＞ 27 
急性毒性値のキースタディは得られていない。 28 
 29 
＜PNEC の導出＞ 30 

２栄養段階（生産者、一次消費者）に対する慢性毒性値（0.247 mg/L、0.258 mg/L）が得31 
られており、このうち、小さな値（藻類 0.247 mg/L）を種間外挿「5」で除し、0.0494 mg/L32 
を得る。二次消費者については、信頼できる急性毒性値、慢性毒性値ともに得られていない33 
ため、0.0494 mg/L をさらに室内から野外への外挿係数「10」で除し、安息香酸ベンジルの34 
PNECwater として 0.0049 mg/L（4.9 µg/L）が得られた。 35 

上記で算出した PNECwater について、国内外の規制値等との比較を行い、その妥当性等36 
を検討した。 37 

安息香酸ベンジルは、国内外において水生生物保全に係る基準値等及び国内外のリスク評38 
価は行われていない。 39 
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本物質が優先評価化学物質として判定されたスクリーニング評価及びリスク評価（一次）1 
評価Ⅰでは、ニジマス Oncorhynchus mykiss の４日間半数致死濃度（LC50 1.4 mg/L）を2 
不確実係数積「10,000」で除した「0.00014 mg/L（0.14 µg/L）」が PNEC 値であった。有害3 
性評価Ⅱでは、技術ガイダンスに基づき、有害性情報の収集範囲の拡大、毒性値の信頼性の4 
精査等、利用可能な有害性情報の追加、見直し等が行われた。その結果、スクリーニング評5 
価及びリスク評価（一次）評価Ⅰで採用されたニジマスの試験結果が不採用となったものの、6 
新たな慢性毒性値が得られたことにより、不確実係数積は「50」となり、PNEC 値としては7 
大きくなった。 8 

 9 

(２) 底生生物 10 

底生生物の信頼できる有害性データは得られなかったため、水生生物に対する11 
PNECwater から平衡分配法を用いて、底生生物に対する PNECsed を導出した。付属資料12 
に示したパラメータを用いて、乾重量換算で 3.1 mg/kg-dry が得られた（湿重量換算 0.68 13 
mg/kg-wet）。 14 

 15 
１-３ 有害性評価に関する不確実性解析 16 
水生生物では、生産者（藻類）、一次消費者（甲殻類）の慢性毒性値のうち、生産者の慢性17 

毒性値をキースタディとして、種間外挿「5」と野外への外挿「10」より、不確実係数積「50」18 
を当てはめて PNECwater を求めている。二次消費者（魚類）の信頼できる毒性値が得られ19 
ていない点に基本的な不確実性がある。 20 

 21 
１-４ 結果 22 
有害性評価Ⅱの結果、安息香酸ベンジルの水生生物に係る PNECwater は 0.0049 mg/L を、23 

底生生物に係る PNECsed は 3.1 mg/kg-dry を採用する。 24 

 25 
表１－２ 有害性情報のまとめ 26 

 水生生物 底生生物 

PNEC 0.0049 mg/L 3.1 mg/kg-dry 

キースタディの毒性

値 
0.247 mg/L 

－ 

UFs 50 － 

（キースタディのエ

ンドポイント） 

生産者（藻類）の生長速度に対す

る無影響濃度（NOEC） 

（水生生物に対する PNECwater と

Koc からの平衡分配法による換算

値） 

 27 

１-５ 有害性情報の有無状況 28 

安息香酸ベンジルのリスク評価（一次）の評価Ⅰ・評価Ⅱを通じて収集した範囲の有害性29 
情報の有無状況を表１－３に整理した。 30 

スクリーニング毒性試験、有害性調査指示に係る試験、それ以外の試験に分類して整理し31 
た。 32 
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付属資料 生態影響に関する有害性評価Ⅱ 1 

１ 各キースタディの概要 2 

(１) 水生生物 3 

＜生産者（藻類）＞ 4 

Pseudokirchneriella subcapitata 生長速度に対する阻害；3 日間 NOEC 0.247 5 
mg/L (247 µg/L)【1】 6 

 7 

＜一次消費者（又は消費者）（甲殻類）＞ 8 

Daphnia magna 繁殖阻害；２１日間 NOEC 0.258 mg/L（258 µg/L）【2】 9 

 10 

＜二次消費者（又は捕食者）（魚類）＞ 11 

信頼できるデータ無し 12 

 13 

出典） 14 

【1】 ECHA：Benzyl benzoate Toxicity to aquatic algae and cyanobacteria.（試験実施年：2000 年）15 
<http://echa.europa.eu/registration-dossier/-/registered-dossier/13634/6/2/6>（最終確認日：201616 
年 7 月 13 日） 17 

【2】 ECHA：Benzyl benzoate Long-term toxicity to aquatic invertebrates.（試験実施年：2013 年）18 
<http://echa.europa.eu/registration-dossier/-/registered-dossier/13634/6/2/5>（最終確認日：201619 
年 7 月 13 日） 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 
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